
対応イオン化法 ESI，APCI

通常測定質量範囲 ｍ/ｚ 100～2,000

通常設定分解能
50,000
（ｍ/ｚ200基準，半値幅）

通常質量精度 ＜5ppm（外部標準）

Thermo Scientific Exactive

電場型フーリエ変換質量分析計



１回目 2回目

MeOH+SampleMeOH のみ
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バックグラウンドを差し引いたデータ処理

測定の流れ

提出試料は，より安定な溶媒（ CH3CN ，CHCl3，Acetoneな
ども可）にてまず溶解し，その後MeOHで希釈する.

万一MeOHにて変性してしまった場合でも，MeOHを使用しな
い方法に変更して再検討することができるように配慮.

１サンプルにつき ＢＧ測定+Ｓaｍｐｌｅ測定 の ２回１セット で行う.

バイアル，試薬由来のBGを含む

MeOH+Sample MeOH のみ 主にSample由来のデータ

スペクトルデータ結果表示
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返却データ様式 （スペクトル測定結果・精密質量測定結果）

スペクトル測定＆精密質量測定結果-1

精密質量測定結果-2

このほか，スペクトル測定の拡大データ
を添付することがあります.

ESI (+) マススペクトル

ESI (—) マススペクトル



ヘッダーの読み方

＊ESI-MS,APCI-MSは溶媒に
溶解する必要があります。使用
溶媒によっては対象試料が安
定に存在できない場合も考えら
れます。

＊使用溶媒の種類については、
特に注意してご確認下さい。

＊極性溶媒中の安定度を時間
単位で教えていただけると助か
ります。

＊Exactiveでは flow injection

法を用いています。初めに提出
試料を溶解するときは、より試
料が安定に存在できる溶媒を
選択しますが、測定時に希望
調整する際は、MeOHを用いま
す。ご注意さい。



データの読み方 （スペクトル測定結果・精密質量測定結果-1）

15スペクトル程度の平均スペクトルデータ

(2) 前半5スペクトル程度の平均スペクトルデータ

(3) 中間5スペクトル程度の平均スペクトルデータ

(4) 後半5スペクトル程度の平均スペクトルデータ

このうちひとつ数値を用
いて組成演算を行い，
結果を印字します.

（１）

（２）

（３）

（４）

Positive

Negative

スペクトル測定結果

精密質量測定結果 -1

・バックグラウンド（溶媒、使用バイアル由来）の
減算処理済み

・15スペクトル程度の平均値 （小数点以下2桁）
・広範囲表示

・（組成演算するため）減算処理無し
・5スペクトル程度の平均値 （小数点以下5桁）
・目的ピーク付近の拡大表示

（１）

(2) (3) (4)

Positive / Negative のどちらか片方



データの読み方 （精密質量測定結果-2）

① 含有元素組成の指定．

② Charge の指定．

③ 許容誤差範囲を設定．

④ 窒素ルールの設定．

⑤ 化合物の不飽和度を設定．

①

②
③

④
⑤

組成演算結果

目的ピークの実測値


